
誰のための新駅か
　民意を問え。

　２月８日神奈川県、鎌倉市、藤沢
市とＪＲ東日本が村岡新駅（仮称）
設置に関する覚書を締結。
　１月２９日にはＪＲから費用負担
割合等の提示がありながら、市議会
には「情報統制のため」（市部長）
と締結後の通知だったのです。
　２０１９年の藤沢市長選挙で現市
長は、「今後事業費等を精査し事業実
施の判断をしていく」として新駅に
ついての判断を示さないまま続投を
決めました。
　さらに、想定していないコロナ禍
による市税収への影響が出てくるの
はこれからです。
　誰のための新駅か！？
　市民に計画への是非を問うべきで
はないでしょうか。

！？◀◀
藤沢市民に賛否問わず。市議会スルー！

神奈川県 ３０％  ＝45 億

鎌倉市　27.5％  ＝41.25 億  －37 億

藤沢市　27.5％  ＝41.25 億 ＋１６億

ＪＲ東 　１５％  ＝22.5 億

なぜ？①

なぜ？
　②

なぜ？
　④

民意を問え。村岡新駅 （仮称）

　新駅１日当たりの乗降客数
は、2011 年 9月報告では最大
93000 人と見込み、2013 年 6
月報告では 65800 人と下方修
正されたが、これも 2008 年
度のパーソントリップ調査に
基づくもので、それ以降コロ
ナ禍によるリモートワークの
加速など大きな変動が加味さ
れていない。
　そもそも、藤沢駅大船駅間
に東海道線上の新駅を作るこ
とが、鉄道政策として正当性
を持たないのは明らかだが、
　　　　　　　民有地である
　　　　　　　工場跡地の処
　　　　　　　分に税金を当
　　　　　　　て込むのであ
　　　　　　　れば、直接的
　　　　　　　に損得を共有
　　　　　　　する鎌倉市主
　　　　　　　体の計画実施
　　　　　　　を鎌倉市民に
　　　　　　　諮れば良い話
　　　　　　　で、藤沢市が
　　　　　　　これだけの税
　　　　　　　金を注ぎ込む
　　　　　　　ことには説明
　　　　　　　がつかないの
　　　　　　　である。　

｢新駅設置及び自由通路に関する概略設計」（１/２９ＪＲ東日本より提示）

・新駅整備費約１５０億円（詳細設計５億、システム改修 10.5 億、用地取得 1 億等含む）

・うちＪＲ東負担分１５％　・別に自由通路整備費　約 16 億円（藤沢市負担分）

・施工期間　工事着手から概ね８箇年

「新駅設置等に関する覚書」（２/８ＪＲ東と神奈川県、鎌倉市、藤沢市で締結）
・詳細設計、工事の施工等はＪＲ東が行い、詳細は基本協定等を締結して定める

・費用負担は左の通り。詳細は別途協議して定める。

　２月１８日藤沢市議会建設委員会
で、新駅による「経済波及効果」は
540億円 /年等と予測が示されたが、
「研究開発拠点として目指す施設が誘
導できた部分を約８０％」と見込む
などの皮算用で、どれだけ税収増に
つながるのかは未知数。５㌶もの商
業地域を開発予定の鎌倉市側との効
果格差は明らかではないか。
　一方で周辺住民にとっては固定資
産税・都市計画税が確実に上がり、
２０１７年調査では、駅からの徒歩
圏１．２キロ内で１６８％、2キロ圏
で１３５％の地価上昇が見込まれる。
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旧国鉄跡地

鎌倉市は実質負担
４億円のカラクリ。

　　２市が
同じ負担なの？

H24 年度鎌倉市が示した
土地利用計画案（商業）

　２月２６日、鎌倉市議会建設委員会
で担当課長が「１５０億円のうち鎌倉
市負担分は２７．５％で約４１億円。
このうち３７億円は土地区画整理事業
の保留地処分金を充てるので、実質市
の負担は４億円に留まります」と報告。
負担割合は２市同じでも税負担は大き
く異なるのだ。

　これは、２０１０年１月、旧国鉄跡
地の土壌汚染処理費と建物解体費の合
計が工場跡地の売却予定額を数十億円
上回る検討結果に困ったＪＲ東側が鎌
倉市に相談。「深沢地域国鉄跡地周辺
総合整備事業」のうち約３２㌶の区画
整理事業の中から保留地減歩で生まれ
る処分金を指した話であり、ＪＲ、鎌
倉市双方に利益をもたらす古い錬金術
である。
　これに「請願駅」などと昔の話で藤
沢市からの持参金も取り込み、2018 年
には黒岩県知事の特別秘書官でＪＲ東
との癒着関係が週刊誌に報じられた菅
首相の元秘書でもある人物が鎌倉市副
市長に就任。３県市とＪＲとの協議が
進展してきたのである。

　これでは、両市にまたがる「まちづ
くり」の大義名分に疑問符がつき地域
住民に不信を招くのは当然である。

商業ゾーン
　　５ha

JR など地権者から少しずつ区画
整理によって土地を提供してもら
い（減歩）、公共の道路等に利用
したり、売却によって利益（保留
地処分金）をねん出する。

なぜ？
　③

　　誰の得？
「経済波及効果」


